
表１―１８ 通常の建築物と国等の建築物に適用される規定の比較
┌────────────────────┬────────────────────┐│ │ ││ 通常の建築物 │ 国等の建築物 ││ │ │├────────────────────┼────────────────────┤│ │ ││① 法第６条（建築主事による建築確認） │第２項（計画通知） ││ │ ││ │ ││② 法第６条の２（指定確認検査機関による│第３項（確認済証の交付） ││ │ ││ │ ││ 建築確認） │第１２項（構造計算適合性判定が必要な場合の││ │ ││ │ ││ │ 確認済証の交付） ││ │ ││ │ ││ │第１３項（確認の期間延長） ││ │ ││ │ ││ │第１４項（基準不適合の通知書の交付） ││ │ ││ │ ││ │第１５項（確認済証の交付を受けるまでの工事││ │ ││ │ ││ │ 禁止） ││ │ │├────────────────────┼────────────────────┤│ │ ││③ 法第６条の３（構造計算適合性判定） │第４項（構造計算適合性判定） ││ │ ││ │ ││ │第５項（確認と判定の同業禁止） ││ │ ││ │ ││ │第６項（構造計算適合性判定に係る意見聴││ │ ││ │ ││ │ 取） ││ │ ││ │ ││ │第７項（構造計算適合性判定の結果通知書の││ │ ││ │ ││ │ 交付） ││ │ ││ │ ││ │第８項（構造計算適合性判定の期間延長等）││ │ ││ │ ││ │第９項（構造計算適合性判定の決定ができな││ │ ││ │ ││ │ い通知） ││ │ ││ │ ││ │第１０項（適合判定通知書の建築主事への提││ │ ││ │ ││ │ 出） ││ │ ││ │ ││ │第１１項（適合判定通知書の提出期限） ││ │ │├────────────────────┼────────────────────┤│ │ ││④ 法第６条の４（建築確認の特例） │第１６項（工事完了後の通知） ││ │ ││ │ ││⑤ 法第７条（建築主事による完了検査） │第１７項（検査） ││ │ ││ │ ││⑥ 法第７条の２（指定確認検査機関による│第１８項（検査済証の交付） ││ │ ││ │ ││ 完了検査） │ ││ │ │├────────────────────┼────────────────────┤│ │ ││⑦ 法第７条の３（建築主事による中間検│第１９項（特定工程の工事完了後の通知） ││ │ ││ │ ││ 査） │第２０項（検査） ││ │ ││ │ ││⑧ 法第７条の４（指定確認検査機関による│第２１項（中間検査合格証の交付） ││ │ ││ │ ││ 中間検査） │第２２項（中間検査合格証の交付を受けるまで││ │ ││ │ ││ │ の工事禁止） ││ │ ││ │ ││ │第２３条（検査済み部分の検査省略） ││ │ │├────────────────────┼────────────────────┤│ │ ││⑨ 法第７条の５（検査の特例） │ ││ │ │├────────────────────┼────────────────────┤│ │ ││⑩ 法第７条の６（検査済証の交付を受ける│第２４項（検査済証の交付を受けるまでの建築││ │ ││ │ ││ までの建築物の使用制限） │ 物の使用制限） ││ │ │├────────────────────┼────────────────────┤│ │ ││⑪ 法第９条（違反建築物に対する措置） │第２５項（違反建築物等への措置） ││ │ │├────────────────────┼────────────────────┤│ │ ││⑫ 法第９条の２（建築監視員） │― ││ │ │
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の勾配を求める場合の方法と原則として同様である。ただし，後述のように採光

補正係数は採光斜線と異なり，一次直線の連続的なものであるため，開口部の直

上にある建築物の各部分からの距離（垂直距離）の算定は，当該各部分から開口

部の中心高さまでの距離をもって算出することとしている。

また，水平距離を算定するに当たっては，隣地境界線までの距離が一律でない

場合が多い。しかしながら，採光関係比率及び採光補正係数は，開口部につき一

つずつ定まるものであることから，このような場合は，開口部の中心の鉛直断面

上にある建築物の各部分から，その部分が面する隣地境界線までの水平距離を

もって算出すればよいものとしている。
したがって，採光関係比率については，図２―１のように，「開口部の直上に

ある建築物の各部分」について，それぞれ水平距離を垂直距離で除した数値のう

ち，最も小さい値として扱うこととなる。この場合，単純な形状の建築物であれ

ば，頂部でこの算定値が最小となることが多い（図２―１のdn/hn）。

この採光関係比率は，用途地域とは関係なく，開口部の位置と建築物の高さに

よって決定される。

・隣地境界線・同一敷地内の他の建築物・当該建築物の他の部分

ｄ：水平距離ｈ：垂直距離d/h＝min［di/mi］：採光関係比率
【例（do＝di＝dnの場合）】　　d/h＝min［di/mi］　　　　＝dn/hn＜di/hi＜do/ho
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図２－１ 採光関係比率の算定方法

③ 採光補正係数
採光補正係数は，平成１０年改正以前の規定において，それぞれの用途地域ごと

に採光上有効とされている位置における明るさを基準として，その上下の位置で
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